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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 455,716 511,502

受取手形及び売掛金 154,253 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 119,829

販売金融債権 247,331 222,463

商品及び製品 182,713 192,292

仕掛品 26,657 53,266

原材料及び貯蔵品 40,585 54,033

短期貸付金 723 624

その他 117,880 111,367

貸倒引当金 △1,921 △9,459

流動資産合計 1,223,940 1,255,920

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 83,486 85,110

機械装置及び運搬具（純額） 120,136 132,116

工具、器具及び備品（純額） 57,167 64,638

土地 124,963 123,068

建設仮勘定 25,227 24,521

有形固定資産合計 410,982 429,455

無形固定資産 33,918 38,273

投資その他の資産

投資有価証券 81,895 98,433

長期貸付金 3,439 2,817

退職給付に係る資産 4,548 4,775

繰延税金資産 40,689 43,669

その他 60,790 58,818

貸倒引当金 △3,925 △3,720

投資その他の資産合計 187,437 204,794

固定資産合計 632,338 672,523

資産合計 1,856,279 1,928,443

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 307,704 324,091

電子記録債務 77,222 56,612

短期借入金 16,085 21,778

コマーシャル・ペーパー 32,500 43,000

１年内返済予定の長期借入金 57,702 292,134

リース債務 3,533 3,751

未払金及び未払費用 249,231 204,894

未払法人税等 6,747 8,487

製品保証引当金 48,308 50,029

その他 68,911 79,393

流動負債合計 867,947 1,084,173

固定負債

長期借入金 347,978 95,768

リース債務 25,525 24,101

繰延税金負債 16,044 17,127

退職給付に係る負債 28,593 32,240

その他 44,938 44,731

固定負債合計 463,080 213,968

負債合計 1,331,027 1,298,142

純資産の部

株主資本

資本金 284,382 284,382

資本剰余金 199,950 199,837

利益剰余金 95,928 169,694

自己株式 △1,659 △1,382

株主資本合計 578,602 652,531

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 511 1,111

繰延ヘッジ損益 △554 △31

為替換算調整勘定 △63,035 △32,571

退職給付に係る調整累計額 △7,617 △14,267

その他の包括利益累計額合計 △70,696 △45,759

新株予約権 352 195

非支配株主持分 16,993 23,334

純資産合計 525,251 630,301

負債純資産合計 1,856,279 1,928,443
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 1,455,476 2,038,909

売上原価 1,299,021 1,676,459

売上総利益 156,454 362,450

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 34,891 39,147

運賃 29,112 49,849

貸倒引当金繰入額 624 1,834

役員報酬及び給料手当 68,387 66,875

退職給付費用 4,959 3,781

減価償却費 14,898 12,715

研究開発費 55,990 57,507

その他 42,912 43,405

販売費及び一般管理費合計 251,776 275,118

営業利益又は営業損失（△） △95,321 87,331

営業外収益

受取利息 1,846 1,942

受取配当金 596 567

為替差益 3,784 9,241

持分法による投資利益 － 8,527

雇用調整助成金 6,048 919

その他 2,178 3,263

営業外収益合計 14,454 24,462

営業外費用

支払利息 5,375 5,085

訴訟関連費用 2,581 1,586

持分法による投資損失 9,122 －

資金調達費用 1,603 1,476

その他 5,651 2,675

営業外費用合計 24,335 10,824

経常利益又は経常損失（△） △105,203 100,969

特別利益

固定資産売却益 1,548 2,858

投資有価証券売却益 41 99

関係会社出資金売却益 1,543 2,791

資産除去債務戻入益 － 833

その他 488 548

特別利益合計 3,621 7,131

特別損失

固定資産除却損 3,167 2,887

固定資産売却損 104 23

減損損失 107,747 1,451

ロシア事業関連損失 － ※１ 8,220

新型コロナウイルス感染症関連損失 2,489 －

事業構造改革費用 70,286 －

移転価格税制調整金に係る外国源泉税 8,604 －

その他 4,306 827

特別損失合計 196,707 13,411

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△） △298,289 94,689

法人税、住民税及び事業税 7,599 13,362

過年度法人税等 △6,674 －

法人税等調整額 10,215 2,177

法人税等合計 11,139 15,539

当期純利益又は当期純損失（△） △309,428 79,149

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に帰属する当期純損失（△） 2,888 5,112

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に帰属する当期純損失（△） △312,317 74,037

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △309,428 79,149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,074 600

繰延ヘッジ損益 △407 537

為替換算調整勘定 23,775 26,521

退職給付に係る調整額 26,679 △6,530

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,384 6,477

その他の包括利益合計 49,737 27,607

包括利益 △259,691 106,757

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △264,122 98,974

非支配株主に係る包括利益 4,431 7,782

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 284,382 200,072 407,547 △1,728 890,273

当期変動額

親会社株主に帰属する当
期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失
（△）

△312,317 △312,317

自己株式の取得 △254 △254

自己株式の処分 2 2

新株予約権の行使 △131 320 189

連結範囲の変動 △23 △23

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

9 9

持分法の適用範囲の変動 721 721

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

当期変動額合計 △121 △311,619 69 △311,671

当期末残高 284,382 199,950 95,928 △1,659 578,602

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 △562 △99 △82,731 △34,216 △117,610 345 15,354 788,363

当期変動額

親会社株主に帰属する当
期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失
（△）

△312,317

自己株式の取得 △254

自己株式の処分 2

新株予約権の行使 189

連結範囲の変動 △23

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

9

持分法の適用範囲の変動 721

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

1,074 △455 19,695 26,598 46,914 7 1,638 48,560

当期変動額合計 1,074 △455 19,695 26,598 46,914 7 1,638 △263,111

当期末残高 511 △554 △63,035 △7,617 △70,696 352 16,993 525,251

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 284,382 199,950 95,928 △1,659 578,602

会計方針の変更による累
積的影響額

△271 △271

会計方針の変更を反映した
当期首残高

284,382 199,950 95,656 △1,659 578,330

当期変動額

親会社株主に帰属する当
期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失
（△）

74,037 74,037

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 3 3

新株予約権の行使 △113 273 160

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

当期変動額合計 △113 74,037 276 74,201

当期末残高 284,382 199,837 169,694 △1,382 652,531

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 511 △554 △63,035 △7,617 △70,696 352 16,993 525,251

会計方針の変更による累
積的影響額

△271

会計方針の変更を反映した
当期首残高

511 △554 △63,035 △7,617 △70,696 352 16,993 524,980

当期変動額

親会社株主に帰属する当
期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失
（△）

74,037

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 3

新株予約権の行使 160

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

600 523 30,464 △6,650 24,937 △157 6,341 31,120

当期変動額合計 600 523 30,464 △6,650 24,937 △157 6,341 105,321

当期末残高 1,111 △31 △32,571 △14,267 △45,759 195 23,334 630,301

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△298,289 94,689

減価償却費 65,917 53,630

減損損失 107,747 1,451

新型コロナウイルス感染症関連損失 2,489 －

事業構造改革費用 70,286 －

ロシア事業関連損失 － 8,220

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,051 955

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,263 2,349

受取利息及び受取配当金 △2,443 △2,510

支払利息 5,375 5,085

為替差損益（△は益） 1,556 △6,160

持分法による投資損益（△は益） 9,122 △8,527

関係会社出資金売却益 △1,543 △2,791

固定資産除売却損益（△は益） 1,724 53

売上債権の増減額（△は増加） △7,579 37,935

販売金融債権の増減額（△は増加） 21,121 24,744

棚卸資産の増減額（△は増加） 44,160 △13,104

仕入債務の増減額（△は減少） △20,436 △42,322

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 21,630 △43,290

その他 △50,572 12,321

小計 △28,518 122,732

利息及び配当金の受取額 6,247 3,196

利息の支払額 △5,170 △5,090

法人税等の支払額 △14,096 △2,723

営業活動によるキャッシュ・フロー △41,537 118,114

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △11,071 11,071

有形固定資産の取得による支出 △79,472 △76,541

有形固定資産の売却による収入 2,128 4,816

無形固定資産の取得による支出 △12,388 △10,650

その他 △519 2,181

投資活動によるキャッシュ・フロー △101,323 △69,123

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △48,331 4,201

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △25,800 10,500

長期借入れによる収入 320,210 45,780

長期借入金の返済による支出 △70,986 △65,772

配当金の支払額 △35 △21

非支配株主への配当金の支払額 △2,864 △1,436

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△329 －

その他 △3,572 △3,485

財務活動によるキャッシュ・フロー 168,291 △10,234

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,473 28,098

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,903 66,854

現金及び現金同等物の期首残高 399,588 444,619

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
126 －

現金及び現金同等物の期末残高 444,619 511,473

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」 （企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　これにより、当社及び国内子会社における顧客との契約において、従来は車両登録の時点で収益を認識してい

た取引の一部については、販売会社において財又はサービスに対する支配が顧客へ移転した時点において収益を

認識しております。

　また、販売会社に対する販売奨励金の支払いは、取引価格の算定における変動対価として考慮されることにな

り、財又はサービスに対する支配が販売会社へ移転した会計期間において、将来に支払うと見込まれる販売奨励

金の見積り額を売上高から控除しております。

　さらに、有償支給取引について、従来は有償支給した支給品について消滅を認識していましたが、支給品を買

い戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、

当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準

第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行ってお

りません。

　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、仕掛品が

20,592百万円、支払手形及び買掛金が19,044百万円それぞれ増加しております。当連結会計年度の連結損益計算

書は、売上高が7,806百万円減少、売上原価が326百万円増加、販売費及び一般管理費が8,090百万円減少、営業

外収益が81百万円増加したことにより、営業利益が41百万円減少、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれ

ぞれ40百万円増加しております。

　当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利益剰

余金の期首残高が271百万円減少しております。

　なお、当連結会計年度の１株当たり情報に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を将来にわたって適用しております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　従来、当社及び国内連結子会社では、有形固定資産の減価償却方法について、一部の有形固定資産について定

率法を採用していましたが、当連結会計年度より定額法に変更しております。

　当社グループでは、ルノーS.A及び日産自動車株式会社と戦略的アライアンスを締結し、グローバルレベルで

の生産体制の強化・最適化を図っております。また、アライアンスにおいて新技術の開発分担、車両プラットフ

ォームの共通化、購買機能や生産拠点の共用等を推し進めております。

　このような環境の中で、2020年７月の新中期経営計画の策定立案を契機として、2021年度から構造改革のため

国内工場の生産集約を実施しております。当社グループの有形固定資産の使用実態及び設備投資の内容を検討し

た結果、安定的な生産により有形固定資産の平準化された稼働が見込まれることから、耐用年数にわたり均等に

費用配分を行う定額法を採用することが期間損益計算をより適切に行う方法であると判断しました。

　さらに、減価償却方法の変更にあわせて有形固定資産の使用見込期間の再検討を行った結果、一部の機械装置

については、より実態に即した経済的使用可能予測に基づく耐用年数に変更しております。また、耐用年数経過

後の有形固定資産について除却時点の価値を検討した結果、一部の有形固定資産の残存価額を備忘価額の１円に

変更しております。

　以上の変更により、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前

当期純利益がそれぞれ13,898百万円増加しております。

（追加情報）

（株式報酬制度）

　当社は、2020年12月15日開催の報酬委員会での決議に基づき、当社の執行役及び執行役員等（以下「執行役

等」という。）へのインセンティブ・プランとして、信託を活用した株式報酬制度（以下「本制度」という。）

を導入しております。

（1）取引の概要

　本制度は、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託（以下「本信託」という。）と称される仕組みを採用

しております。当社は、本信託を通じて、執行役等の役位及び業績目標達成度等に応じて、当社株式及び当社株

式の換価処分金相当額の金銭を執行役等に交付又は給付いたします。

（2）信託に残存する当社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額は248百万円、株式数は1,137,650株であ

ります。

（連結損益計算書関係）

※１　ロシア事業関連損失

　2022年２月24日にロシア軍がウクライナに軍事侵攻し、これを受けて、日本を含む複数の国・地域がロシアに

対する経済制裁を発動しております。

　当社グループでは、ロシア国内に所在する連結子会社及び持分法適用関連会社を通して同国内における完成車

の組み立て生産及び販売を行っておりますが、ロシアのウクライナ軍事侵攻により物流網などが混乱し、部品供

給が停滞したため、生産を一時停止しております。

　その結果、当社は各社に対して保有している債権の一部に回収の懸念が生じており、また、当社及び連結子会

社が保有している棚卸資産の一部についても収益性の低下が生じております。

　このため、当該債権に対する貸倒引当金繰入額6,262百万円及び棚卸資産に係る収益性の低下に基づく評価損

1,958百万円をロシア事業関連損失8,220百万円として特別損失に計上しております。
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（単位：百万円）

自動車 金融 計
調整額
（注１）

合　計
（注２）

売上高

（１）外部顧客に対する売上高

　　　顧客との契約から生じる収益 2,002,817 17,288 2,020,106 - 2,020,106

　　　その他の収益 505 18,297 18,802 - 18,802

小　計 2,003,322 35,586 2,038,909 - 2,038,909

（２）セグメント間の内部売上高 15,431 2,388 17,819 △17,819 -

計 2,018,754 37,974 2,056,729 △17,819 2,038,909

セグメント利益又は損失（△） 83,538 4,625 88,164 △832 87,331

セグメント資産 1,666,577 287,419 1,953,997 △25,553 1,928,443

その他の項目

減価償却費（注３） 49,491 4,139 53,630 - 53,630

持分法適用会社への投資額 104,589 - 104,589 - 104,589

有形固定資産及び無形固定資産の増加額
（注３）

68,563 13,708 82,272 - 82,272

（セグメント情報等）

（１）セグメント情報

2021年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会等の意思決定機関が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。

当社グループの主な事業は自動車事業であり、自動車及びその関連部品の設計、製造、販売を行ってお

ります。また、金融事業として、主に当社グループ製品の販売金融及びリース（リース取引の満了・解約

に伴う物件販売等を含む）を行っております。したがって、当社グループは取り扱い商品の区分により

「自動車事業」及び「金融事業」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」と一致しております。なお、セグメント間の内部売上高及び振替高は、市場実勢価格に基づいており

ます。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

    （１）収益認識に関する会計基準等の適用

　会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更してお

ります。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の自動車事業の売上高は8,951百万円減少、

セグメント利益は105百万円減少し、金融事業の売上高は1,145百万円増加、セグメント利益は64百万円

増加しております。

    （２）有形固定資産の減価償却方法の変更

　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更に記載のと

おり、当連結会計年度より、当社及び国内連結子会社では、一部の有形固定資産の減価償却方法を変更

しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の自動車事業のセグメント利益は13,898百万

円増加しております。

４．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益又は営業損失と一致しております。

３．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用と同費用に係る償却費が

含まれております。
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（単位：百万円）

日本 北米 欧州 アジア オセアニア その他 合　計

売上高

外部顧客に対する売上高

　顧客との契約から生じる収益 375,521 396,902 257,683 482,776 254,590 252,631 2,020,106

　その他の収益 18,418 293 - - 90 - 18,802

計 393,940 397,196 257,683 482,776 254,681 252,631 2,038,909

日本 北米 欧州 アジア オセアニア その他 計 調整額 合　計

売上高

（１）外部顧客に

　　　対する売上高

　顧客との契約

　から生じる収益
736,742 391,033 211,883 414,421 254,590 11,435 2,020,106 - 2,020,106

　その他の収益 18,418 293 - - 90 - 18,802 - 18,802

小　計 755,160 391,326 211,883 414,421 254,681 11,435 2,038,909 - 2,038,909

（２）セグメント間

　　　の内部売上高
935,273 4,062 983 530,452 15 - 1,470,787 △1,470,787 -

 計 1,690,433 395,389 212,867 944,874 254,696 11,435 3,509,696 △1,470,787 2,038,909

営業利益

又は営業損失（△）
39,640 13,360 3,238 31,516 9,112 497 97,366 △10,034 87,331

（２）関連情報

2021年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

報告セグメントと同一区分のため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　  （１）売上高

　　　　  　外部顧客の所在地を基礎として区分した外部顧客に対する売上高

（注）本邦以外の区分に属する主な国または地域

（１）北　米・・・・・・米国、カナダ、プエルトリコ

（２）欧　州・・・・・・ロシア、ドイツ、オランダ、フランス、スペイン

（３）アジア・・・・・・インドネシア、タイ、ベトナム、フィリピン

（４）オセアニア・・・・オーストラリア、ニュージーランド

（５）その他・・・・・・Ｕ.Ａ.Ｅ.、チリ

（補足情報）

　　　　当社及び連結子会社の所在地を基礎として区分した売上高及び営業利益又は営業損失

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）本邦以外の区分に属する主な国または地域

（１）北　米・・・・・・米国、プエルトリコ、メキシコ

（２）欧　州・・・・・・オランダ、ロシア

（３）アジア・・・・・・タイ、インドネシア、ベトナム、フィリピン

（４）オセアニア・・・・オーストラリア、ニュージーランド

（５）その他・・・・・・Ｕ.Ａ.Ｅ.
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当連結会計年度

（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 407.82円

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額(△)
49.76円

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額
49.74円

　

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）

　親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親会社株主に

　帰属する当期純損失金額（△）（百万円）
74,037

　普通株主に帰属しない金額（百万円） －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金額又は

　親会社株主に帰属する当期純損失金額（△）（百万円）
74,037

　普通株式の期中平均株式数（千株） 1,487,792

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円） －

　普通株式増加数（千株） 619

　　（うち新株予約権（千株）） (619)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

 （注）１. １株当たり情報の算定において、「役員報酬BIP信託口」が保有する当社株式を自己株式として処理している

ことから、期末株式数及び期中平均株式数から当該株式数を控除しております。当該信託が保有する当社株

式の期末株式数は1,137,650株、期中平均株式数は1,139,910株であります。

２. １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 16 -

三菱自動車工業㈱（7211）2022年３月期決算短信


